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小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配付 

新学習指導要領における「学習評価」を考える ①「小学校高学年(５・６年)」Ⅰ １ 

●さらに、参考資料の暫定版については、文部科学

省で開催された「令和元年６月の都道府県・指定都

市 指導主事連絡協議会」及び「令和元年 11 月の

都道府県・指定都市 教育課程研究協議会」の行政

説明の資料などとともに、必要に応じて、各市町村 

教育委員会などを通じて、周 

知されていると思います。 

 今回は、この｢参考資料｣の 

暫定版などを基に、小学校に 

おける新しい学習評価の情報 

を一部整理します。 

●新学習指導要領における学習評価につきましては、次

年度のカリキュラム・マネジメントを推進する中で、文

部科学省から今後配布予定の「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料（令和元年度配布予

定）」（以下、参考資料という）を参考にして、次年度の

準備を進めることになります。 

また、現在まで、学習評価に関する情報としては、平

成３１年１月の「報告書」、平成３１年３月の「通知」及

び令和元年６月の「ハンドブック」などがあり、これら

を読むことで、新しい学習評価に関する概観と方向性を

把握することができます。 

まず各小学校で、何をすればいい？ 

「参考資料」などには、「外国語科の目標」、

「五つの領域別の目標」及び「内容のまとまり

ごとの評価規準」が示されます。 

それを受け、各小学校においては、「学年ご

との目標」、「五つの領域別の学年ごとの目標」

及び「学年ごとの評価規準」などを整備するこ

とになります。採択教科書などを活用するの

がポイントです。 

 
●参考資料を受け、各小学校で準備

※全て暫定情報です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●

単元ごとに、何を見取ればよいか？ 

「５つの領域ごとの観点別評価の考え方」に

ついては、学年末に評価を総括し、指導要録に

記載する際に全ての評価情報が揃っていれば

よく、「単元ごとに、全ての領域・観点につい

て「記録に残す評価」を行う必要はありませ

ん」。ただし、各単元において、３観点をバラ

ンスよく見取ることは重要です。 

 ●

●これらの情報は、「参考資料」（暫定版）や文部科学省による行政説明の中の小学校についてのものですが、

中学校にも共通することや参考になることがあります。さらに、小中連携の視点からも、是非お互いに共通理

解を深めておきたいものです。「参考資料」（暫定版）がお手元にある場合は、各先生方で読み込むとともに、校

内研修で読み合わせをするのも効果的です。今後も全面実施が迫る小学校の評価について、様々な形でお伝え

していきます。 

｢ 記 録 に 残 す 評 価 ｣ っ て 何 ？ 

 今回の｢参考資料｣では、「診断的評価」及び

「形成的評価」とは区別して、評価規準に即し

て、学習状況を総括し、観点別評価を行うため

に残す総括的評価を「記録に残す評価」と名付

けています。 

 十分な指導を行った上で見取ることが大切

です。 

 

自 己 評 価 及 び 相 互 評 価 は ？ 

自己評価及び相互評価は「学習活動の一環」であり、点数化し

て教師が行う評価に用いることなどは不適切ですが、児童が見通 

しを立て、振り返りを行っているかなど(自己調整)を教師が確認するため

の材料の１つとして活用することは考えられます。その際には、知識・技

能や思考・判断・表現等の状況を踏まえることが必要です。 

●学習評価は、右図のようなイメージになります。 

 ●

令和２年４月からは、小学校高学年において「教科」化されることにより、各地区で採択された検定

教科書が（主たる教材として）使用されます。その教科書など（年間指導計画の事例、毎単元及び毎時

間の指導例に関する指導書など）を参考にするとイメージし易く、作業も簡便になることと思います。 

小学校の先生方におかれましては、プログラミング教育の導入など、他の校務の推進も考慮に入れ

て、教科書などを「活用」して、対応してみてはどうでしょうか。 

※全て暫定情報です。 


